
全国で 包括連携協定 地域づくりセミナー 講習会 をおこなう 

さわやか福祉財団『さあ、言おう』 ２０１６年１月号～４月号 

 

◎「包括連携協定」 

「包括連携協定」は、「新地域支援構想」のもとで、

２０１５年４月からはじまった「新地域支援事業」

を推進しているさわやか福祉財団と各自治体との

あいだで交わされる協定。 

２０１５年５月２６日の新潟市につづいて大分

県臼杵市（７月１日）、大分県竹田市（７月１８日）、

福岡県吉富町（７月２２日）、福岡県福津市（８月３０日）、群馬県高崎市（１０月１日）、

福岡県大刀洗町（１０月１日）、茨城県五霞町（１０月３０日）、福岡県うきは市（１１月

２日・市と市社協と３者で）、沖縄県大宜味村（１１月１９日）、福岡県大川市（１１月２

７日）、福井県越前市（１２月２１日）、岩手県大船渡市（２０１６年１月２０日）などが、

さわやか福祉財団との間で締結している。（写真は大船渡市との包括連携協定） 

官民の包括的な連携のもとで、相互に協力し、「地域の住民がいつまでも安心し心豊かに

暮らせる社会」をめざした地域包括ケアシステムの構築に寄与することを目的にしている。 

それぞれの「包括連携協定」は、首長の強いリーダーシップによって、独自の地域包括

ケアシステムの構築をおこなおうというもので、その先進的な手法と成果が、モデル化さ

れることで他自治体への影響が期待されている。 

さわやか福祉財団は、全国各地で｢新しい地域支援のあり方を考えるフォーラム｣を開い

て、協議体の編成と生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）の選出にむけた研

修事業を進めている。これからさらに各地での一般高齢者の参加を想定した活動が本格化

することになる。 

 

◎地域づくりフォーラム・研修会 

 さわやか福祉財団は、適切な生活支援コーディネーター（地 

域支え合い推進員）及び協議体構成員が選出されるように、 

あるいは住民主体の助け合い活動を広げるために、全国のさ 

わやかインストラクターと共にフォーラムや研修会等の開催 

及び協力をしている。 

写真上は、「新しい生活支援体制づくり研修会」（８月３～４日・

静岡県）で、地域での助け合いについて講演する清水肇子理事長 

下は、「よくわかる！ 介護保険制度改正と新しい地域支援事業

学習会」（８月３０日・福岡県福津市）のようす 



「最後まで住みなれた地域で、自分らしく、尊厳といきがいを持って暮らしていくために、

今こそ、地域に目を向け、自分にできることを考え、実行していく好機です。」 

 さわやか福祉財団は、全国各地で、助け合いを広めるために、住民の皆さん向けのフォ

ーラムを全国のさわやかインストラクターと一緒に開催している。 


